
第４-２-（１６）資金決済に関する法律に基づく供託（前払式支払手段発行者がする不足分の供託）
　第三号様式（第１３条第１項関係）営業保証金の金銭供託の供託書

　

法 令 条 項
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供託者
カ ナ
氏 名

コ ウ ヤ マ シ ョ ウ シ ゛ カ フ ゛ シ キ カ ゛ イ シ

申 請 年 月 日
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令和○年○月○日
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所

氏

名

受理

年 月 日

印
（注）１.供託金額の冒頭に￥記号を記入してください。なお，供託金額の訂正はできません。

２.本供託書は折り曲げないでください。

（ 営 業 保 証 ）

供託書・ＯＣＲ用

ふたりめからは別紙継続用紙に

記載してください。

別添のとおり

商山甲 会式株事 社

住所

氏名・法人名等

代表者等又は代理人住所氏名

字削除字加入 ／

頁係
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印
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第 ３ 号様式

印供第３３号（ ）

２０００００

↓ 濁点、半濁点は１マスを使用してください。

備
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件
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等

官
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名
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百 十 万 千 百 十 円千億十百

００００００１￥供託金額

○ ○ 法 務 局

甲県乙市丙町一丁目１番１号

代表取締役 甲 山 太 郎

○○財務局長

資金決済に関する法律第14条第2項

供託者は、下記のとおり発行保証金の供託をしている自家型発行前払式支払
手段を発行する者であるが、このたび、当該供託につき、債権者甲が権利の実
行の手続を終了し、令和○年○月○日供託金１００万円の還付を受けた。その
ため、供託者の発行保証金の額面６００万円が当該権利の実行の手続が終了し
た日の直前の基準日における要供託額金７００万円に金１００万円不足するこ
ととなったので、当該不足額である金１００万円を供託する。

記
令和○年度金第○号

供託金額 金６００万円

ャ

　　（注）第三者型前払式支払手段の発行者が供託する場合の記載例も同様であるが，この場合には，「官庁の名称及び件名」欄に括弧書きで法第９条第１項第２号の登録番号を付記する。


